
  －中理 2－

具体的な課題を出すことで、ねらいに沿った気付きが生ま

れてくるよ。 

 

栃木県学力向上研究委員会では「授業の始めに『本時のねらい』をはっきり示しま

しょう」と提言しています。これは、教師と生徒がその時間の「ねらい」を共有し、

生徒に目的意識をもって学ばせることを目的としています。当然、生徒に「ねらい」

を提示するためには教師自身が「本時のねらい」をしっかりと意識していなければな

りません。そして、教師がもつ「ねらい」とは、「何を」だけでなく「どのようにし

て学習させるか」というところまで踏み込んだものであるべきです。 
ここでは、第１学年の「音」の単元について本時の「ねらい」を明確にした授業の

例を紹介します。 
 
 
 
始めに、ソプラノリコーダーとアルトリコーダー、大太鼓と小太鼓

などの音を聞かせて、楽器の大きさと音の高さの関係に気付かせま

す。または、ギターを自由に弾かせて、どうした

ときに高い音が出るか気付かせるのもよいでし

ょう。 
 
 
 
 
このような生徒の「気付き」から授業を展開していくと、生徒は自分で発見した

ことが正しいかどうか興味をもって取り組みます。いきなり「これはモノコードと

いう実験器具です。注意事項は・・・」という授業では、生徒は「やらされている」

という意識になりがちです。 
次に、モノコードを使って実験します。ここでは「短い弦、強く張った弦の揺れ

具合を見て、長い弦、たるんだ弦と違う点は何か」という具体的な課題を出します。

短い弦、強く張った弦の振動の様子を見て、たくさん震えている（振

動が速い）ことに気付く生徒がいるはずです。 

「気付かせる授業」では、自ら課題を見付けさせたり疑問を感じさせたりして、

学習意欲を高めましょう。 
 
 
 

Ⅰ 教師が授業の「ねらい」を明確にもちましょう 

１ 「気付かせる」ことをねらいとした授業 

実物に触れる 

体験する 

課題意識をもつ 

興味・関心が高まる

感じる 

気付く 

・ 細い笛   
・ 小さい笛 
・ 短い笛 

・ 小さい太鼓 
・ 皮を強く張った太鼓 

・ 細い弦      
・ 弦の下の方を押さえる 
・ 弦を強く張る 

高い音が出るのは

どんなときかな 



  －中理 3－

 
 

 
オシロスコープで音の高さによる波形

の違いを見せ、その違いが何を表している

のかを考えさせる授業の例です。 
まず、教師の発問に対して、生徒に自分

が気付いたことをワークシートに記入さ

せ、発表させます。生徒の言葉では、高い

音のときは「波の山の数が多い」「模様が

細かい」「細長い山になる」などの表現が

出てきます。それらの表現をうまく取り入れながら、授業を展開していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは「山のすそ野の幅が狭くなった」ということをまとめとします。出てき

た意見を集約するときに、教師がどう関わって生徒の考えを深めていくかが重要に

なります。生徒の視点を大切にしてまとめていきましょう。 
 
考えさせる授業では、実験レポートの活用が有効です。実験のレポートを書かせ

るときには「結果」と「考察（結果から考えられること）」を分けて書かせましょ

う。どの結果をもとにどんなことを考えたのかが読む人に分かるように書く訓練を

重ねることで、思考力も高まってくるはずです。 
考えさせるときには、まず、じっくりと一人で考えさせ、考えたことを文字や図

で書かせることが大切です。考えたことを表記することで、自分の考えが明確にな

２ 「考えさせる」ことをねらいとした授業 

Ｔ．高い音の波形について、低い音の波形と比べて気付いたことを書き出して

みましょう。 

S．波が小さい。      T．小さいのは高さかな？幅かな？ 

 

S．波が細かい。      T．確かに細かくて細長いね。低い音に比べ

               て、山の形のどこが変化したんだろう。

S．細長い山になる。 

S．山の数が多い。     T．山のどこが変化したからだろう。 

 

S．波の高さは変わらない。 T．いいところに気付いたね。波の高さは音

               の高さに関係ないのかな。 

書いてみると自分の考えが整理できるね。 
図と言葉でまとめると分かりやすいよ。 
先生が評価して返してくれるとやる気が出るな。 

オシロスコープで見た音の波形 

低い音       高い音 



  －中理 4－

り、整理されてくるのです。自分の考えをまとめ、さらに、他の人の話を聞いてそ

れを再構築するには、「書く」という作業がとても重要です。 
また、教師はレポートからその生徒の考え方を読み取ることができ、それを次の

授業に生かすことができます。場合によっては、書かせたものを回収し、評価して

返すことも必要です。これで、「指導と評価の一体化」をすることができます。 
 
 
 
 
 

 
 
多くの生徒は、高い音をオシロスコープで見ると「波の山の数が多い」、弦の振

動を見せると「たくさん震えている」（振動が速い）と気付きます。しかし、そこ

から「同じ時間で比べる」ことに気付く生徒は意外と少ないものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒が考えたことを書かせたり、発表させたりしたあと、教師がまとめて解説を

加える場面があります。この時にも、生徒から出てきた言葉を大切にしてまとめま

しょう。ただし、さらに分かりやすい表現や正しい用語がある場合には、補足しな

がら正しいまとめとなるよう助言します。この時間は、知識を整理し、頭の中の引

き出しに収める時間です。用語の解釈などを生徒が間違わないように注意して、で

きるだけ平易な言葉で、要点を正しく押さえるようにしましょう。 
生徒が気付きにくい部分、一部の生徒しか理解できなかった内容などは、教師が

補足説明をする必要があります。また、これまでの学習内容を整理したり、法則名

を教えたりする授業では、説明の時間が多くなるのもやむを得ません。押さえなけ

ればならないことは時間を割いて教えることも必要です。説明には

モデルなどを用いて、理解しやすくするように努めたいものです。

授業のあとは、評価テストを実施し、不十分な生徒には補充指導を

しましょう。 
 

３ 「理解させる」ことをねらいとした授業 

説明はポイントを押さえてわかりやすく！ 

自分の考えを書く

考えを整理する 

自分の考えを発表する 

他人の考えを聞く 

自分の考えを確認する 

自分の考えを修正する 

高い音が出るときには 

・波の山の数が多い 

・たくさん震えている 

・振動が速い 

・山の数は何で変化するのかな。 
・何と比べてたくさんといえるのかな。 
・速さを数値で表せないかな。 

指導助言 

補足説明 

同じ時間で比べ

ればいいんだ。同

じ時間内に振動

する回数が多い

んだな。 
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